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将
来
予
測
を
的
確
に
と
ら
え
た
財
政
運
営
を

公
明
党
議
員
団

　

新
区
長
誕
生
後
初
の
予
算
は
、
一
般
会
計

で
１
５
２
１
億
７
２
０
０
万
円
、
前
年
度
比

６
・
６
％
増
、
過
去
最
大
の
予
算
と
な
っ
た
。

新
規
事
業
や
拡
充
事
業
で
は
、
我
会
派
の
要

望
も
多
く
反
映
さ
れ
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

執
行
予
定
の
大
規
模
な
事
業
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
路
線
を
継
承
し
た
う
え
で
、
む

し
ろ
拡
大
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
予
算
と
も

言
え
る
。
財
政
を
立
て
直
す
事
に
注
力
し
、

基
金
の
積
み
立
て
や
事
業
の
見
直
し
、
職
員

二
千
人
体
制
を
進
め
て
き
た
前
区
政
と
比
べ

堅
実
性
に
欠
け
る
方
針
転
換
に
は
注
意
が
必

要
だ
。
最
も
前
年
度
の
財
政
運
営
の
考
え
方

と
違
い
が
顕
著
で
あ
っ
た
の
は
起
債
計
画
で
、

平
成　

年
度
起
債
残
高
の
推
計
は
６
９
９
億

３４

円
、
前
年
度
に
示
さ
れ
た
計
画
と
比
較
す
る

と
実
に
３
２
２
億
円
の
増
と
な
り
、
平
成　
３５

年
度
に
は
起
債
残
高
７
９
１
億
円
に
上
る
。

　

我
会
派
は　

年
度
予
算
を
賛
成
す
る
に
当

３１

た
り
、
予
算
審
査
を
踏
ま
え
「
基
本
構
想
改

定
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
現
状
で
想
定
さ

れ
る　

年
間
の
財
政
フ
レ
ー
ム
を
議
会
に
示

１０

さ
れ
た
い
」「
新
区
役
所
整
備
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
資
金
調
達
も
含
む
財
源
を
議
会
に
示

し
、
理
解
を
得
た
う
え
で
執
行
を
行
わ
れ
た

い
」「
平
和
の
森
公
園
再
整
備
工
事
に
つ
い
て

は
、
工
事
の
中
断
、
延
伸
等
に
よ
り
生
じ
た

補
償
額
及
び
損
害
額
等
の
議
会
へ
の
報
告
を

誠
実
に
行
わ
れ
た
い
」
と
の
意
見
を
付
し
、

全
会
一
致
又
は
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。

今
こ
そ
議
会
が
チ
ェ
ッ
ク
機
能
と
し
て
力
を

発
揮
し
区
民
生
活
を
守
る
と
き
で
あ
る
。

区
民
と
協
働
・
協
創
す
る
中
野
区
へ

立
憲
民
主
議
員
団

　

新
年
度
予
算
は
過
去
最
大
と
な
っ
た
が
、

学
校
再
編
や
新
体
育
館
整
備
費
な
ど
、
前
区

政
か
ら
引
き
継
い
だ
大
規
模
施
設
整
備
に
係

る
事
業
が
集
中
し
、
投
資
的
経
費
が
増
加
し

た
こ
と
が
大
き
な
要
因
だ
。
限
ら
れ
た
財
源

の
中
で
行
政
の
継
続
性
と
酒
井
カ
ラ
ー
の
発

揮
に
努
力
し
た
区
の
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

東
京
一
極
集
中
是
正
の
名
の
も
と
に
行
わ

れ
て
い
る
国
の
政
策
や
、
幼
児
教
育
の
無
償

化
、
消
費
増
税
等
に
よ
る
財
政
へ
の
影
響
は

大
き
く
、
区
を
取
り
巻
く
環
境
は
予
断
を
許

さ
な
い
。
今
後
も
学
校
施
設
を
は
じ
め
多
く

の
公
共
施
設
の
更
新
時
期
を
迎
え
る
。
資
産

の
活
用
と
併
せ
て
、
今
後
の
歳
出
削
減
に
踏

み
込
ん
だ
取
り
組
み
や
基
金
と
起
債
の
バ
ラ

ン
ス
あ
る
活
用
の
検
討
が
必
要
だ
。

　

子
育
て
先
進
区
を
目
指
す
中
、
様
々
な
子

ど
も
子
育
て
関
連
予
算
が
入
り
評
価
す
る
。

中
で
も
、
我
が
会
派
が
求
め
続
け
て
き
た
子

ど
も
の
生
活
実
態
調
査
が
入
っ
た
。
正
し
い

現
状
把
握
な
く
し
て
効
果
的
な
施
策
は
打
て

ず
、
こ
の
調
査
を
契
機
と
し
て
「
子
ど
も
の

貧
困
の
解
消
」
と
「
教
育
格
差
の
是
正
」
に

向
け
、
更
な
る
施
策
の
充
実
を
期
待
す
る
。

　

一
方
、
新
庁
舎
整
備
や
区
役
所
・
サ
ン
プ

ラ
ザ
地
区
再
整
備
は
議
会
へ
の
丁
寧
な
説
明

を
、
区
長
車
運
行
管
理
は
情
報
公
開
を
、
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
は
費
用
対
効

果
の
十
分
な
検
証
が
求
め
ら
れ
る
。

　

新
し
い
区
長
の
下
、
新
し
い
時
代
の
幕
開

け
に
、
区
民
参
加
の
更
な
る
促
進
と
共
に
、

改
革
を
進
め
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

区
政
運
営
方
針
と
財
政
規
律
を
確
立
せ
よ

自
由
民
主
党
議
員
団

　

平
成　

年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
１
５

３１

２
１
億
７
２
０
０
万
円
と
過
去
最
高
の
予
算

規
模
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
事
業
の
見
直
し
や
積
極
的
な
民

間
移
行
に
よ
り
歳
出
抑
制
を
す
す
め
な
が
ら

区
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
し
て
き
た
区
政

運
営
の
基
本
戦
略
が
見
直
さ
れ
、
戦
略
な
き

歳
出
拡
大
の
傾
向
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
将
来
的
な
財
政
負
担
軽
減
の
た
め

に
当
面
は
起
債
を
活
用
せ
ず
に
進
め
る
と
し

て
き
た
学
校
改
築
な
ど
が
、
後
年
度
に
基
金

を
一
定
程
度
確
保
す
る
た
め
、
一
転
し
て
起

債
を
活
用
す
る
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
当
該
予
算
は
将
来
の
安
定

的
な
財
政
運
営
に
向
け
た
不
安
要
素
を
内
蔵

し
、
後
年
に
負
担
を
付
け
回
す
内
容
と
指
摘

せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

予
算
編
成
に
お
い
て
区
政
運
営
の
基
本
的

戦
略
を
明
確
に
示
さ
ぬ
ま
ま
、
既
存
事
業
の

見
直
し
も
せ
ず
新
規
事
業
を
立
ち
上
げ
、
肥

大
化
す
る
歳
出
を
放
任
す
る
財
政
運
営
手
法

は
、
区
長
の
将
来
に
対
し
て
の
見
通
し
の
甘

さ
、
責
任
感
の
欠
如
と
危
惧
す
る
所
で
あ
り

ま
す
。

　

我
々
自
由
民
主
党
議
員
団
は
、
中
野
の
未

来
を
創
る
、
区
政
を
進
め
る
責
任
を
負
う
立

場
と
し
て
、
区
民
生
活
に
対
す
る
影
響
を 
鑑 

か
ん
が

み
、
今
回
は
了
と
す
る
判
断
を
下
し
ま
し
た

が
、
予
算
に
付
さ
れ
た
意
見
を 
真  
摯 
に
受
け

し
ん 
し

止
め
、
誠
実
に
対
応
し
、
今
ま
で
の
戦
略
と

方
針
な
き
行
政
運
営
に
対
し
猛
省
を
促
す
こ

と
で
会
派
見
解
と
い
た
し
ま
す
。

未
来
を
担
う
子
供
た
ち
へ
継
続
的
な
投
資
を

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
・
無
所
属
の
会

　

２
０
１
９
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
１

５
２
１
億
７
２
０
０
万
円
、
前
年
度
に
比
べ

　

億
４
０
０
万
円
、
６
・
６
％
の
増
と
な
り
、

９４過
去
最
高
の
予
算
規
模
と
な
っ
た
。
た
だ
、

今
後
の
起
債
（
借
金
）
計
画
を
見
る
と
、
２

０
２
３
年
度
ま
で
の
起
債
総
額
が
、
８
７
８

億
円
に
な
る
見
込
み
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の

ま
ま
で
は
５
年
後
に
中
野
区
は
、
過
去
最
高

の
借
金
を
背
負
う
こ
と
に
な
る
。
今
回
の
予

算
案
で
は
、
学
校
関
連
費
４
２
２
億
円
に
つ

い
て
、
元
々
、
基
金
（
貯
金
）
で
賄
う
と
い

う
方
針
を
、
全
額
、
起
債
（
借
金
）
で
事
業

実
施
す
る
方
針
に
１
８
０
度
転
換
し
た
理
由

に
つ
い
て
、
ま
た
、
区
役
所
新
庁
舎
建
設
費

で
は
、
将
来
に
わ
た
り
約
２
７
７
億
円
の
債

務
を
設
定
し
た
行
為
に
つ
い
て
も
、
説
明
が

足
り
て
い
な
い
。
更
に
新
庁
舎
整
備
の
た
め

の
財
源
に
つ
い
て
「
区
役
所
・
サ
ン
プ
ラ
ザ

の
敷
地
を
最
大
限
活
用
し
て
生
み
出
す
」
と

し
な
が
ら
、
具
体
的
な
事
業
の
計
画
や
中
身

が
、
未
だ
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
の
は

問
題
で
あ
る
。
早
期
に
財
源
を
明
ら
か
に
し
、

議
会
と
区
民
に
対
す
る
説
明
責
任
を
し
っ
か

り
と
果
た
し
て
い
く
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

一
方
、
我
が
会
派
が
提
案
し
て
き
た
、
各
学

校
の
裁
量
で
自
由
に
使
え
る
校
割
予
算
の
拡

充
や
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
に
向
け
て
の
予
算

が
付
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
評
価

を
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
も
子
育
て
環

境
や
教
育
環
境
の
向
上
を
区
政
の
根
幹
と
し

た
、
子
育
て
先
進
区
に
ふ
さ
わ
し
い
施
策
を
、

着
実
に
実
行
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

転
換
へ
踏
み
出
す
一
歩
、
さ
ら
に
前
進
を

日
本
共
産
党
議
員
団

　

２
０
１
９
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、「
子

育
て
先
進
区
・
中
野
」
を
目
指
す
に
ふ
さ
わ

し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
貧
困
対
策
の
視

点
を
持
つ
子
ど
も
・
子
育
て
施
策
充
実
に
向

け
た
実
態
調
査
や
区
立
小
中
学
校
体
育
館
冷

暖
房
化
の
実
施
、
不
妊
検
査
・
治
療
に
係
る

助
成
の
開
始
、
学
童
ク
ラ
ブ
保
育
料
の
軽
減

措
置
の
拡
大
、
各
私
立
保
育
園
や
区
立
小
中

学
校
に
充
て
ら
れ
る
予
算
の
増
額
等
は
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
保
護
者
及
び
関
係
者
か
ら
は
切
実
に

求
め
ら
れ
て
い
た
事
業
で
あ
り
、
高
く
評
価

で
き
ま
す
。
住
民
か
ら
望
ま
れ
て
い
た
、
哲

学
堂
公
園
再
生
整
備
の
見
直
し
や
旧
中
野
刑

務
所
正
門
の
現
地
保
存
に
つ
い
て
も
、
区
民

参
加
を
掲
げ
、
区
民
の
願
い
に
応
え
よ
う
と

す
る
姿
勢
が
み
て
と
れ
ま
す
。

　

一
方
、
２
０
１
９
年
度
予
算
は
財
政
規
模

が
過
去
最
大
と
な
り
ま
し
た
。
区
の
財
政
運

営
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
の
考
え
方
を
概
ね

踏
襲
し
て
い
る
た
め
、
区
民
要
求
の
実
現
に

応
え
ら
れ
て
い
な
い
面
も
あ
り
ま
す
。
財
務

規
律
を
重
ん
じ
る
と
と
も
に
、
柔
軟
な
運
営

も
必
要
で
す
。
見
直
し
検
討
を
求
め
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
の
予
算
に
つ
い
て
は
、

均
等
割
の
引
き
下
げ
な
ど
評
価
で
き
る
面
も

あ
り
ま
す
が
、
１
人
あ
た
り
の
保
険
料
は　
１７

年
連
続
し
て
値
上
げ
と
な
り
ま
し
た
。
高
す

ぎ
る
国
保
料
が
国
保
制
度
の
構
造
的
な
危
機

と
な
っ
て
持
続
性
を
揺
る
が
し
て
い
ま
す
。

国
庫
負
担
増
額
の
求
め
と
同
時
に
、
区
と
し

て
国
保
料
引
き
下
げ
と
子
育
て
世
帯
へ
の
均

等
割
軽
減
の
実
施
を
求
め
ま
し
た
。

各
会
各
会
派派
のの

見見
解解

平
成

年
度
予
算
に
対
す

平
成　

年
度
予
算
に
対
す
るる
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